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野党党首会談合意事項

が

2019年1月28日

立憲民主党、国民民主党、日本共産党、社会保障を立て直す国民会議、

自由党、社会民主党は、党首会談において以下について合意した。

〇　本通常国会において、野党5党1会派は協力連携を強め、立憲主義

の回復や、また国会の国権の最高機関としての機能を取り戻し、国

民の生活を豊かにし権利を守るため、安倍政権打倒をめざし厳しく

対時していく。

○　内政・外政の山積する課題について徹底審議を行う。

O r毎月勤労統計」問題についての全容解明を行う。

○　今夏の参議院選挙に際し、安倍政権打倒をめざし、32の1人区全て

の選挙区において、与党を利することのないよう、速やかに候補者
一本化のための調整を図る。

野党5党1会派の幹事長・書記局長は、これらの確認事項の目的を達

成するために、早急に協議し、その具体化を進める。

立憲民主党

国民民主党

日本共産党

枝野　幸男

玉木雄一郎

志位　和夫

社会保障を立て直す国民会議　野田　佳彦

自由党　　　　　　　　　　　小沢　一郎

社会民主党　　　　　　　　　又市　征治
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衆参両院の会派別勢力分野

謹
選
喜
入
区

本化へ

野
党
6
党
派
が
合
憲

立
憲
民
主
党
な
ど
野
党
6
党
派
の
党
首
ら
は
2
8
日
、
国
会
内
で
会
談
し
、
厚

生
労
働
省
に
よ
る
「
毎
月
勤
労
統
計
」
の
不
正
調
査
問
題
の
全
容
解
明
に
向
け

て
連
携
し
て
取
り
温
む
こ
と
で
一
致
し
た
。
夏
の
参
院
選
で
3
2
あ
る
改
選
数
1

の
「
1
人
区
」
で
候
補
者
を
一
本
化
す
る
こ
と
も
合
意
し
た
。
た
だ
、
野
党
内
の
主

導
権
争
い
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
政
府
追
及
を
足
が
か
り
に
歩
調
を

そ
ろ
え
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
【
小
田
中
大
、
遠
藤
修
平
】

醗
計
不
正
解
明
に
連
携

会
談
に
は
、
立
憲
の
他
、

国
民
民
主
、
共
産
、
自
由
、

社
民
の
4
党
と
衆
院
会
派

「
社
会
保
障
を
立
て
直
す

国
民
会
議
」
が
参
加
し
た
。

安
倍
政
権
打
倒
を
目
指

し
、
通
常
国
会
で
は
特
に

「
毎
月
勤
労
統
計
」
問
題

に
力
点
を
置
い
て
徹
底
審

議
す
る
方
針
を
確
認
。
参

院
選
の
1
人
区
で
の
共
闘

も
政
党
間
で
初
め
て
公
式

に
合
意
し
、
立
憲
の
枝
野

幸
男
代
表
は
会
談
後
の
党

会
合
で
「
安
倍
政
権
の
政

治
に
終
止
符
を
打
ち
た
い

と
い
う
声
を
集
結
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
野
党
国

対
委
員
長
会
談
で
は
、
与

党
側
に
補
正
予
算
案
や
来

年
度
予
算
案
に
先
ん
じ
た

集
墓
議
の
開
催
を
要
求

し
、
棍
本
匠
厚
労
相
の
責

任
を
追
及
す
る
こ
と
も
確

認
し
た
。
た
だ
、
野
党
が
結
束
し

て
い
け
る
か
ば
予
断
を
許

さ
な
い
。
国
民
と
自
由
の

統
一
会
派
の
結
成
を
受

け
、
参
院
で
は
国
民
が
中

心
と
な
る
会
派
と
立
憲
が

中
心
と
な
る
会
派
で
野
党

第
1
会
派
争
い
が
勃
発
。

国
民
、
自
由
と
立
憲
と
の

溝
は
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
、
2
8
日
の
国
民

と
自
由
の
合
同
会
合
で

は
、
国
民
の
階
猿
衆
院
議

員
が
自
由
の
小
沢
二
郎
其

同
代
表
の
目
の
前
で
「
大

義
が
見
え
な
い
。
立
憲
と

の
溝
が
深
ま
っ
て
（
野
党

の
）
大
き
な
塊
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
る
」
と
公
然
と

批
判
す
る
な
ど
、
国
民
、

自
由
の
中
で
も
火
種
も
抱

え
て
い
る
。

ま
た
、
党
首
会
談
で
は
、

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
が
参
院
選
で
の
政
策
協

議
の
実
施
を
呼
び
か
け
、

合
意
を
取
り
付
け
た
。
し

か
し
、
立
憲
な
ど
ば
野
党

共
闘
を
支
援
す
る
市
民
グ

ル
ー
プ
「
市
民
連
合
」
を

介
し
た
形
を
模
索
し
て
い

る
の
に
対
し
、
共
産
は
政

党
間
の
政
策
協
定
締
結
を

求
め
て
お
り
、
参
院
選
戦

略
で
は
思
惑
に
ず
れ
も
あ

る。

第
1
9
8
通
常
国
会
の
開

会
式
が
2
8
日
、
参
院
本
会
議

場
に
天
皇
陛
下
を
迎
え
て
行

わ
れ
た
。
陛
下
は
「
こ
こ
に
、

国
会
が
、
当
面
す
る
内
外
の

諸
問
題
に
対
処
す
る
に
当
た

り
、
国
権
の
最
高
機
関
と
し

島
理
森
衆
院
議
長
は
「
議
員

一
同
は
、
国
民
と
と
も
に
、
皇

位
の
継
承
が
つ
つ
が
な
く
行

わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

参
院
事
務
局
に
よ
る
と
、

陛
下
の
開
会
式
臨
席
は
、
1

前
例
が
踏
襲
さ
れ
る
の
が
償

例
。
9
5
年
の
阪
神
大
震
災
直

後
の
開
会
式
は
異
例
で
、
「
速

や
か
な
救
済
と
復
興
は
現
下

の
急
務
で
あ
り
ま
す
」
と
述

べ
た
。
　
【
松
倉
佑
輔
】

コ
放
火
ぺ
也
こ
い
D
賢
一

施
政
方
針
演
説
で
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の
被
災
地
訪
問

な
ど
の
実
績
を
強
調
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
演
説
で
は
歴
史

上
の
偉
人
の
逸
話
を
紹
介
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
「
平

成
最
後
」
の
施
政
演
説
と
し

衆
参
の
会
派
勢
力

2
8
日
召
集
の
通
常
国
会

で
、
衆
参
両
院
の
会
派
別

勢
力
分
野
は
次
の
通
り
。
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所

園
石
破
派
事
務
総
長
に
田
村

自
民
党
の
石
板
茂
元
幹
事

硬
派
（
2
0
人
）
は
2
8
日
、
国

会
を
開
き
、
昨
年
末
に
同
派
一

任
し
た
古
川
碩
久
元
副
財
覆

村
憲
久
元
厚
生
労
働
相
を
充
一

め
た
。
石
破
氏
は
、
古
川
氏
－

初
か
ら
3
年
間
と
決
め
て
い
ー

任
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
塾

喜
捨
床
元
総
務
椙
の
辞
職
許

衆
院
は
2
8
日
の
本
会
議
で
ー

廉
価
二
元
総
務
相
（
5
0
）
＝
比

ロ
ッ
ク
＝
の
議
員
辞
職
願
を
一

床
氏
は
、
自
民
党
の
北
川
知
一


